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成果
　コロナ禍の影響により、例年開催してき

た各地の盆踊り大会が中止となる中、今後

につながるレパートリー曲を形に残せたこ

とは大きな収穫と思われます。

　また、50年前に作られ、現在、歌も踊

りも知る人は皆無と思われていた盆踊り曲

を、岩倉村松団地で現在も継承して踊るグ

ループが存在するという情報から、当日の

撮影に出演いただき、過去、現在、未来を

つなぐ営みとなりました。

　今回は、左京音頭をたくさんの方に知ってもらうた

めに、左京音頭を踊っている風景を動画にしてみまし

た。親しみやすい曲調で、動画と一緒に歌詞も見られ

ますので、ぜひご覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=cAeBCMtWKkY

（本番撮影＠左京西部高齢者ふれあいサロン 2020/11/9 ）

　約 50年前に作られた左京区民音頭「京の左京の盆踊り」のプロモーショ

ン動画作成とインターネット配信、盆踊り大会での実践を通じて、多様な

世代、多様な文化背景と個性を持つ区民が共生する左京区の魅力を見つめ

直す機運の醸成につなげることを事業の目的とする。

・京の左京の盆踊りとは？

　臼井喜之助作詞、沢田秀雄作曲。

　女ひとり、京都慕情などご当地ソングがヒットした時代。1971年の作品。

　臼井氏は月刊京都を発行する「白川書院」を、沢田氏は歌謡教室「サワ

ダ音楽院」を興された方で、どことなく文人趣味の漂う典雅さが感じられ

る曲調である。


